
62

　スポットライトは，“いま，会いたい” 土

木業界で活躍している話題の人を訪ねる企画

です。今回は，パシフィックコンサルタンツ

株式会社の重永智之様にお話を伺いました　

　　　　　　　　（聞き手：笹岡編集委員）。

 インタビュー取材日時：2020年７月

山口県での青春時代

笹岡：今回が編集委員として初めてのインタ
ビュー取材で少し緊張しておりますが，どう
ぞ宜しくお願い致します。まずは幼少期のお
話をお聞かせ頂けますでしょうか？

重永：私，生まれは三重県四日市市です。ちょ
うど１歳の時に，伊勢湾台風が直撃し，当時
２階に住んでいたそうですが，風で壁が飛ば
されてえらい目にあったそうです。その後，
親の仕事の関係で大阪に行き，小学校４年生
ぐらいから山口県の周南市（当時は徳山市）
で高校時代まで過ごしました。

笹岡：どのようなお子さんでしたか？

重永：やんちゃでしたね。石を投げて誰かに
当たって，怒鳴り込まれたり，色々とご迷惑
をかけたみたいです（笑）。

笹岡：中学や高校時代に打ち込んでいたこと
はありますか？

重永：高校時代に柔道をやっていました。よ
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く小さい人は技で人を倒すと言いますが，あ
れは嘘で，やっぱり大きい人が強いに決まっ
ている。それでも結構熱心に柔道部で活動し
ていて，全然勉強はしていませんでした。高
校３年生の春に部活が終わって，そこから秋
に運動会や文化祭があって，11 月ぐらいか
ら 1 日 15 時間ぐらい猛勉強して大阪大学に
進学しました。

『めぞん一刻』的な大学生活

笹岡：造船学科に進まれたと拝見したのです
が，それは何か理由が？

重永：受験期間によく，ネスカフェの CM
に「違いのわかる男」といったキャッチフ
レーズで建築家の清

せ い け

家清
きよし

が出演していたんで
すね。それがとてもかっこよくて，本当は建
築学科に行きたかったんです。当時の阪大と
いうのは，入学時に希望科を５種類まで選べ
たので，１番目を建築学科にして，２番目を
土木学科，３番目を環境学科，４番目が造船
学科だったんです。それで成績順に振り分け
られるということで，造船学科になったとい
うことです。

笹岡：造船学科というのは，土木と関わって
くる科目もあるのでしょうか？　例えば構造
力学でしたり……。

重永：ええ。阪大では建設系という括りの中

に建築学科・土木学科・造船学科が分類され
ていて，構造力学もやりますし，流体力学も
勉強します。船は常に変動する波の力を受け
ながら動くので，どちらの知識も必要です。
私はどちらかというと波のエネルギーを使っ
て発電ができないかという流体を主に勉強し
ていました。

笹岡：学生時代の記憶に残るエピソードはあ
りますか？

重永：下宿先の大家のおばちゃんが梅田や難
波に土地をもっていたようで，結構裕福だっ
たのか，住んでいる私たちを誘ってよく飲み
に連れて行ってくれたんですね。それで最後
は大家さんがぐでんぐでんに酔っ払って私達
が担いで帰るんですが，たまにそのまま田ん
ぼに落ちてしまったりしました（笑）。そこ
は色々な大学の学生が住んでいて個性的なメ
ンツが多くて，『めぞん一刻』みたいな感じ
でしたよ。今でも年１回会って飲みに行く仲
間です。

笹岡：まかない付きのようなイメージでしょ
うか？

重永：いえ，まかないはついてないんです。
あくまでも大家さんが飲みに連れて行ってく
れるだけ。たぶん私達の家賃は飲み代になっ
ていたんでしょうね（笑）。

日立造船から
パシフィックコンサルタンツへ

笹岡：大学を卒業されてから，日立造船に就
職されるわけですが，この経緯は？

重永：当時，造船業界は不況でしたが，暗黙
の了解で，学部卒１名，院卒１名は造船会社
に入れるということになっていました。それ
で，私は手を挙げたわけですが，もう１人，

大学生の頃
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希望していた先輩がいたんです。成績的には，
私はギリギリで卒業というような感じだった
ので「まずいな……」と思っていたんですが，
私が手を挙げた日立造船は九州の有明やいろ
いろなところに工場があって転勤がある。そ
のため希望していたもう１人が辞退したんで
す。それで日立造船に面接に行けることにな
りました。面接で「君は，現場向きだな」と
いうことで今はもう船を造っていないんです
が，堺工場に赴任することになりました。

笹岡：そこではどのようなお仕事を？

重永：最初は海洋構造物（ジャッキアップリ
グ）居住区の設計を任されました。大卒で
入ってくるのは珍しかったらしく，しかも私
は色黒だったので，他の新入社員には庶務の
お姉さんが弁当を食べるためのお箸をくれる
のに，私にはくれない（笑）。どうもずっと
現場にいる人だと思われていたみたいで「ご
めんやで～」と言われましたね。

笹岡：堺工場にずっといらしたのですか？

重永：居住区設計の仕事が終わった後は，ちょ
うど CAD を使い始めた時期だったので，そ
れを使って配管のプラント設計をやっていま

した。そうこうするうちに，「ちょっと東京
に行ってこい」という命令が下り，出向で行
くことになりました。
　実は，私，東京が苦手だったんですね。ど
うも東京弁というか標準語を話すのに抵抗
があるというか（笑）。でも，いざ東京に
行ってみたら，すっげー面白い！　なんだ
ここ！？　梅田や難波みたいな街がごろご
ろあるぞ，みたいな感じで魅了されました。
それで東京や大阪を行ったり来たりしつつ，
ODA の仕事で短期間ですがフィリピンやイ
ンドネシアにも行ったりしながらの生活を
送っているうちに造船不況が襲ってきて，紆
余曲折を経て日立造船を辞めることにしたん
です。

笹岡：パシフィックコンサルタンツは，東京
にいらした時に知ったのでしょうか？

重永：そうですね。日立造船時代に一度，パ
シフィックコンサルタンツが沈埋トンネルを
つくるための情報をいろいろ持っているとい
うことで，上司と一緒に菓子折りをもって構
造部に挨拶にいきました。その際に上司か
ら，“パシコンは日本工営と並ぶ建設コンサ
ルタント業界では屈指の会社だ” いうことを
教わったのですが，私は「はぁ？　パシコンっ
てなんやねん？」みたいな感じでした（笑）。
それで日立造船を辞めて，職探しをしている
ときに，目についたのがパシコンで，給料も
よかったし，応募しました。当時色々な会社
に応募はしていましたが，いつも最終面接で，
私が偉そうなことを喋るものだから５社ぐら
い落とされました。パシコンの最終面接でも，
偉そうなことを言ってしまった。そうしたら，
私を妙にフォローしてくれる人がいて，後に
わかったのですが，その方は私が配属予定の
部門の元部長さんでした。昭和 62 年，28 歳
にしてようやくパシフィックコンサルタンツ
に中途社員として入れたというわけです。

日立造船時代の重永社長
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竜飛岬での思い出

笹岡：パシフィックコンサルタンツに入社さ
れてから一番記憶に残っているのはどういっ
たお仕事ですか？

重永：５月に入社しましたが，入ってすぐに
開業前の青函トンネルがある竜飛岬に行かさ
れたことですね。そこで何をしたかと言うと，
列車で火災事故が発生した場合にきちんと避
難ができるかどうかを確認する実験をやりま
した。実際に火皿にアルコールを入れ，燃焼
させて放っておくと熱気流なので黒い煙が
すーっと見事に上がっていって，層状に流れ
ていくんですね。その後，煙を排出するため
に，排煙機を回すと煙が攪乱されてぐちゃぐ
ちゃになるんです。その真っ黒なトンネルの
中を消防署の人が「お前，あそこに行って確
認してこい」と言うわけです。「殺す気か！？」
と思いながら，タオルで鼻と口を押さえなが
ら確認しに行ったのは一番の思い出ですね。
　さっき申し上げたように，私の入社が５月
で１か月も経たないうちに，いきなり竜飛岬
に行ったものですから，他の人間は，私がとっ
くに退社していたと思っていたらしいです。
東京に戻ってきた時には「あれ？」という感
じで迎え入れられて（笑）。

建設コンサルからインフラ全般の事業展開

笹岡：最近，力を入れられている仕事はあり
ますか？

重永：当社は建設コンサルティングがメイン
ですが，後ほど詳細は述べるように，今は，
建設コンサルだけ

0 0

では生き残っていけない時
代になりつつあります。そこで「事業」にも
手を伸ばそうということで始めたのですが，
それも印象に残っている仕事ですね。
　具体的には，千葉県の睦沢町で，「CHIBA
むつざわエナジー」という会社を，町と当社
の子会社が設立し，電力供給を行えるような
事業展開を行っていくことにしました。そこ
で得られた利益を地元に還元しましょうとい
う事業です。
　他にも道の駅の運営や，今はコロナで大変
なことになっていますが，コンセッションで
高松空港の運営にも携わっています。

笹岡：最近では海外にも果敢に出ていかれて
いますね。

重永：今はコロナの影響でほぼ全社員戻って
きていますが，海外でのコンサルや事業展開
は，需要が絶対にあるので，止めるつもりは
ありません。
　少し建設コンサルタント全般の話をしたい
と思うのですが，やはり多くの人にとって，
建コンって何やってるの？　というイメージ
があります。そこが人材確保などの点からし
てもゼネコンとは全然違います。でも業務
内容を知ってもらえれば，面白がってくれ
る。それじゃあ，建コンの仕事内容を PR し
て従来通りやっていけばいいのかと言うと，
話はそう単純ではないわけです。当社は来年
で 70 周年を迎えるのですが，昔から当社の
技術者らは自分たちの持っている技術力やノ
ウハウを金額を下げて提供してしまいがちで
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す。それは仕方のない部分もありますが，そ
れでは今後生き残れない。技術者単価は建設
コンサルタンツ協会のおかげで元に戻りつつ
ありますが，これから先，同じ要望を出して
いくのはどうなのかと私は思っています。

笹岡：そういう意味でも，先ほどの事業では
ないですが……。

重永：「建設」という冠を取り払うわけでは
ないですが，もっと広くインフラ全般にコ
ミットできるような会社になっていかないと
いけないと思っています。技術屋さんって，
良い意味でも悪い意味でも「マジメ」です。
自分の領域がこれだと定まったら，なかなか
そこを動こうとしない。私としては，様々な
分野とコラボレーションしていくことが大事
だと思っています。そういう意味で，今，当
社に情報システム部という部署があります
が，そこを「攻め」の部隊にしたいと思って
います。

笹岡：コンサルだけではない仕事をというこ
とですね。

重永：そうですね。我々，経営者側も少し反
省をしなければならない点もあるんですね。
経営側としては内部統制や社員管理が大切な
時代になってきてそれを重視するようになっ
た。でも，それがあまりにも厳しいと，かつ
てあったような余裕しろの部分がなくなって
しまい，社員に「息抜き」の余裕がなくなっ
てしまう。それではクリエイティブな発想は
生まれてこない。そこが経営と現場との狭間
で難しさを感じているところです。

男性育休 100％取得目標と
コロナで変わる会社

笹岡：パシフィックコンサルタンツさんは現
在，男性の育児休業 100％を目指しておられ

ますよね。これは業界的にはかなりチャレン
ジングだと思うのですが，打ち出したキッカ
ケは何かあったのでしょうか？

重永：私自身がそうだったのですが，自分が
若い頃に全然育児に参加してこなかったとい
う反省があります。それから出産後の女性の
産後鬱になる可能性が一番高くなるのが出産
後２週間だそうです。その間だけでも旦那さ
んが休みを取ることができれば随分と奥さん
も精神的に楽になるし，２人目や３人目に繋
がっていくということも視野に入れてこの目
標を掲げました。

笹岡：現状の取得率はどのくらいですか？

重永：80％ぐらいにまで増えてきましたね。

笹岡：育児休業から戻られた社員さんに向け
て直筆のお手紙を差し上げているとも聞きま
した。

重永：前社長の頃からやっていましたが，
最近は取得率が多くなってきたので，文面
は印刷して直筆のサインぐらいにしようか
なっと（笑）。

笹岡：男性の育休取得率の増加で働き方が変
化してくると思うのですが，今年は何といっ

インタビューを受ける重永社長
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てもコロナの影響があり，会社自体もその対
応に迫られたと思います。御社ではどのよう
な対応を取られましたか？

重永：やはりまずはテレワークの導入でした。
今，社員に向けて新しいワークスタイルを考
えるように言っているんですけども，在宅勤
務やサテライトオフィスなど，オフィスの在
り方を抜本的に考え直す機会になりました。
全社員が，オフィスに来て，仕事をする意味
があるの？　っていうね。例えば，設計図面
などを扱っているとどうしても画面上では
チェックできなかったり，プリントアウトが
必要なところも出てくる。そういったときに
サテライトオフィスみたいなところがあると
いいわけですよね。それから負の面も見えて
きています。テレワークにすると仕事をして
いる人間とそうじゃない人間が明確に分かっ
てくる（笑）。テレワークにするとアウトプッ
ト勝負になってくるので，途中段階での努力
や評価が難しくなってきますよね。だから，
テレワークに向いている／向いていない人を
きちんと把握するように管理職レベルには伝
えています。
　あとは採用の問題。これが悩ましいですね。
今年，当社は全部オンラインで採用面接を行
いましたが，果たしてそれがどうなのか，ま
だ手探りの状態です。逆に笹岡さんの会社は

どうでしたか？

笹岡：私は研究所勤務で土質や地盤のセク
ションに在籍していますが，どうしても実験
や現場対応があるので，テレワークはなかな
か難しいです。４月，５月はさすがにテレワー
クでしたが，自宅で業務を行っていると「雑
談」が全然ないことに気づきました。あの
ちょっとした雑談が随分と仕事を進めていく
上で活力になっていたことがわかりました。

重永：なるほどね。会社をどういう場所にし
ていくかということで，笹岡さんがおっしゃ
られるように「雑談」のような場として捉え
るような会社も増えていると聞きました。だ
からやっぱり，従来型の通勤型スタイルとテ
レワークの折衷案というのが，落ち着きどこ
ろなのかな……。でもやっぱりテレワークは
楽でしょ（笑）？

笹岡：通勤的な面ではやはり楽ですね（笑）。

臆することなく外に出てホームランを

笹岡：最後になりますが，若手の技術者や
学生に向けてのメッセージをお願いできま
すか。

重永：失敗をしてもいいのでどんどん臆する
ことなく新しいことにチャレンジをしてもら
いたいですね。１回や２回失敗したからと
言って，「あんたダメね」という風土は当社
にはありません。失敗を失敗と認めて，次の
ところでホームランを打ってくれればいいと
思っています。
　それから今の若い人は，私たちの時代に比
べて満遍なく優秀なんですね。私たちの世代
は，仕事なり遊びの部分で「この分野では俺
は絶対に負けない」という部分がありまし
た。仕事でも遊びでもいいから，そういう面
をもてるように若い人たちには期待したいで

育児休暇から戻られた社員に向けてのメッセージ

土木技術　75巻 12 号（2020.12）



68

すね。多様性の展開ということもあって，当
社も自律型の社員になりなさいということを
推進しています。それは，やっぱり人から言
われてやるんじゃなくて，自分たちで考える
集団になって欲しい。みんながみんな同じベ
クトルでいると，世の中が別の方向に向いた
瞬間に，その会社はアウトです。大きな筒の
なかで，色々な価値観や多様性をもっていて，
認め合う企業風土があるなかで，何となく方
向性は一致しているという組織形態が理想的
ですね。

笹岡：本日はありがとうございました。

パシフィックコンサルタンツでのインタビューにて

◇インタビューを終えて◇

今回のインタビューでは、「攻める」がキーワードの１つでした。これまでのご苦労や

失敗談も、面白くお話し頂き、あっという間に時間が過ぎました。そして、重永社長の

いつまでも「攻め」の姿が、建設コンサルの枠に留まらない事業展開、社会が大きく変

化する中でそれをチャンスと捉えた会社経営などにつながっているのだと思いました。

私自身も、いつまでも成長し続けるために、「攻め」の技術者でありたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 笹岡　里衣


